
掲
載

）
2
（

）、 

そ
の
後
拙
稿

）
3
（

に
お
い
て
簡
単
な
紹
介
を
行
っ
た
。
近
時
、 

所
蔵
者
が
変
更
と
な
っ
た
こ

と
で
幸
い
に
も
修
復
が
行
わ
れ
て
、
面
目
一
新
さ
れ
、
当
館
へ
寄
託
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
修
復
時
に
押
絵
貼
の
順
序
が
一
部
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
各
図
を
見
て
い

き
た
い
（
便
宜
上
、
龍
図
か
ら
始
ま
る
隻
を
右
隻
と
し
、
右
隻
第
一
扇
か
ら
左
隻
第
六
扇
ま
で

①
〜
⑫
の
番
号
を
付
し
た
）。
モ
チ
ー
フ
的
・
構
図
的
に
は
概
ね
二
図
ず
つ
の
組
み
合
わ
せ
に

な
っ
て
お
り
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
、さ
な
が
ら
山
雪
お
得
意
の
「
モ
チ
ー
フ
の
見
本
帖
」

の
よ
う
な
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

【
右
隻
】

①
龍
図
／
②
虎
図

　

と
も
に
印
章
：
白
文
重
郭
方
印
「
松
本
」、
白
文
木
瓜
形
印
「
山
雪
」 （
図
２
）

　

左
右
対
角
に
向
か
い
合
う
形
で
配
置
さ
れ
、
諧
謔
的
な
表
情
・
ポ
ー
ズ
を
見
せ
る
龍
虎
図
。

狩
野
山
雪
に
同
趣
の
作
例
（
図
３
）
が
あ
り
、
同
系
統
の
粉
本
の
使
用
な
ど
影
響
関
係
が
推
測

さ
れ
る
。

③
花
鳥
図
Ⅰ
／
④
花
鳥
図
Ⅱ

　

と
も
に
印
章
：
朱
文
風
炉
形
印
「
岨
巓
・
山
雪
」 （
図
４
）

⑤
花
鳥
図
Ⅲ

　

印
章
：
朱
文
甕
形
印
「
山
雪
」 （
図
５
）

⑥
花
鳥
図
Ⅳ

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
前
期
に
伊
予
松
山
藩
の
初
代
御
用
絵
師
と
し
て
活
動
し
た
松
本
山
雪
（
？
〜

一
六
七
六
）。
当
館
で
は
、近
世
伊
予
ゆ
か
り
の
画
人
の
中
で
は
最
も
重
要
な
存
在
と
位
置
づ
け
、

開
館
以
来
調
査
研
究
を
重
ね
て
お
り
、
平
成
十
八
年
度
に
企
画
展
「
松
山
藩
御
用
絵
師　

松
本

山
雪
―
桃
山
と
江
戸
の
は
ざ
ま
に
―
」
を
開
催

）
1
（

、
そ
の
後
も
新
出
作
品
を
い
く
つ
か
収
蔵
す
る

な
ど
、
着
実
に
そ
の
成
果
を
積
み
上
げ
て
き
て
い
る
。

　

さ
ら
に
当
館
で
は
、
個
人
所
蔵
の
山
雪
作
品
も
数
件
寄
託
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、

先
頃
新
た
に
寄
託
と
な
っ
た
《
龍
虎
花
鳥
人
物
山
水
図
押
絵
貼
屏
風
》 （
図
１
、以
下
「
本
作
品
」

と
呼
ぶ
）
を
紹
介
し
、
山
雪
作
品
の
中
で
の
本
作
品
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
た
い
。

作
品
の
概
要

　

本
作
品
は
、
紙
本
着
色
、
十
二
図
の
押
絵
貼
か
ら
な
る
六
曲
一
双
の
屏
風
で
あ
る
。
本
紙
の

法
量
は
、各
図
一
二
六
．
五
×
五
四
．
四
セ
ン
チ
を
数
え
る
。
伊
予
上
灘
（
現
・
伊
予
市
双
海
町
）

の
旧
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
い
う
。
落
款
は
な
い
が
、
各
図
の
下
部
に
は
、
計
七
種
の
印
章
が

組
み
合
わ
さ
れ
な
が
ら
捺
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
印
も
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
他

の
山
雪
作
品
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
作
品
に
つ
い
て
、
す
で
に
平
成
十
八
年
度
開
催
の
企
画
展
「
松
山
藩
御
用
絵
師　

松
本
山
雪
」
の
準
備
段
階
で
、
当
館
で
は
そ
の
存
在
を
把
握
し
て
い
た
が
、
当
時
は
保
存
状
態

が
良
好
で
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、
展
覧
会
へ
の
出
品
は
見
送
り
（
図
録
に
は
参
考
図
版
と
し
て

　
 

作
品
紹
介　

松
本
山
雪
筆
《
龍
虎
花
鳥
人
物
山
水
図
押
絵
貼
屏
風
》

長　
　

井　
　
　
　
　

健
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印
章
：
白
文
木
瓜
形
印
「
山
雪
」 （
図
２
と
同
印
）

　

一
図
ず
つ
様
々
な
種
類
の
花
鳥
を
描
き
分
け
て
い
る
。
樹
皮
や
枝
の
執
拗
な
細
部
表
現
や
、

屈
曲
し
な
が
ら
も
垂
直
方
向
あ
る
い
は
円
環
状
に
伸
び
る
樹
木
の
表
現
が
特
徴
的
で
、
他
の
山

雪
の
花
鳥
画
に
も
共
通
す
る
。

【
左
隻
】

⑦
樵
夫
図
／
⑧
漁
夫
図

　

と
も
に
印
章
：
白
文
重
郭
方
印
「
松
本
」、
朱
文
釜
形
印
「
心
易
」 （
図
６
）

　

①
②
の
龍
虎
図
同
様
に
、
や
や
諧
謔
的
な
表
情
を
見
せ
る
。
寄
っ
た
黒
目
、
大
き
め
の
頭
部

な
ど
ア
ク
の
あ
る
人
物
表
現
は
、
山
雪
画
に
は
頻
出
す
る
も
の
で
、
独
特
の
個
性
を
示
し
て
い

る
。
拙
稿

）
4
（

で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
表
現
は
、
十
七
世
紀
中
頃
か
ら
十
八
世
紀
に
か

け
て
見
ら
れ
る
、
室
町
風
を
固
持
し
た
よ
う
な
京
都
の
漢
画
家
た
ち
の
表
現
を
先
取
り
し
た
も

の
と
も
言
え
、
い
わ
ゆ
る
「
雪
舟
ブ
ー
ム
」
の
中
に
お
け
る
山
雪
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
上
で
、

特
に
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑨
山
水
図
Ⅰ
／
⑩
山
水
図
Ⅱ

　

と
も
に
印
章
：
朱
文
釜
形
印
「
心
易
」 （
図
６
と
同
印
）

⑪
人
物
図
Ⅲ

　

印
章
：
朱
文
重
郭
方
印
「
御
免
筆
」 （
図
７
）、 

朱
文
風
炉
形
印
「
岨
巓
・
山
雪
」 （
図
４
と
同
印
）

⑫
人
物
図
Ⅳ

　

印
章
：
朱
文
風
炉
形
印
「
岨
巓
・
山
雪
」 （
図
４
と
同
印
）

　
《
製
茶
風
俗
図
屏
風
》 （
当
館
蔵
）
や
《
諸
芸
遊
楽
図
屏
風
》 （
個
人
蔵
・
当
館
寄
託
）
な
ど
、

基
準
的
な
山
雪
作
品
で
あ
る
楼
閣
山
水
図
形
式
の
風
俗
図
の
モ
チ
ー
フ
を
、そ
れ
ぞ
れ
遠
景
（
⑨

⑩
）
及
び
拡
大
ト
リ
ミ
ン
グ
（
⑪
⑫
）
し
た
よ
う
な
画
題
。
⑨
⑩
の
ほ
う
は
、前
述
の
⑦
⑧
同
様
、

建
造
物
の
強
調
さ
れ
た
輪
郭
線
や
、
墨
調
の
強
い
岩
皴
の
表
現
な
ど
、
室
町
風
（
雪
舟
風
）
が

顕
著
で
あ
る
。
⑪
⑫
は
、
眠
り
こ
け
る
人
物
な
ど
《
製
茶
風
俗
図
屏
風
》 《
諸
芸
遊
楽
図
屏
風
》

な
ど
に
も
散
見
さ
れ
る
、
い
か
に
も
山
雪
特
有
の
モ
チ
ー
フ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
８

〜
10
）。
ま
た
馬
の
独
特
な
描
写
や
着
色
の
手
法
な
ど
も
共
通
し
て
い
る
。

書
付
の
存
在
と
制
作
年
代

　

本
作
品
の
解
体
修
理
が
行
わ
れ
た
際
、
①
龍
図
の
裏
打
紙
に
書
付
（
図
11
）
が
見
つ
か
り
、

次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
た
。

　
　

寛
文
九
年
酉
ノ
六
月
日　

松
本
心
易
山
雪
圖
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘
六
郎
左
衛
門
押
絵
十
二
枚

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
作
品
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
山
雪
に
よ
っ
て
描
か
れ
、 「
灘
六
郎

左
衛
門
」
な
る
人
物
（
表
具
師
か
））

5
（

に
よ
っ
て
十
二
図
組
の
押
絵
貼
に
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、

当
初
よ
り
現
状
の
十
二
図
か
ら
な
る
押
絵
貼
屏
風
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
何

よ
り
も
、
履
歴
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
ず
、
ま
た
年
記
の
入
っ
た
作
品
も
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
山
雪

に
と
っ
て

）
6
（

、 「
寛
文
九
年
」
と
い
う
具
体
的
な
制
作
年
が
語
ら
れ
て
い
る
点
で
、
無
視
で
き
な
い

文
字
資
料
と
な
る
。

　

た
だ
し
書
体
は
、
現
存
す
る
山
雪
作
品
の
落
款
と
比
較
し
て
、
完
全
に
一
致
す
る
と
断
言
で

き
る
も
の
は
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
最
も
近
い
の
は
《
製
茶
風
俗
図
屏
風
》 （
当
館

蔵
・
図
12
）
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
あ
と
「
心
易
」
の
書
き
方
（
崩
し
方
）
は
《
野
馬
図
屏
風
》

（
個
人
蔵
・
図
13
））

7
 （

に
類
似
し
て
い
る
。
山
雪
の
落
款
は
、
作
品
に
よ
っ
て
書
体
に
か
な
り
差
異

が
あ
る
た
め
、
現
状
で
は
落
款
印
章
か
ら
編
年
の
手
が
か
り
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
本
作
品
自
体
に
も
落
款
が
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
現
時
点
で
は
山
雪

本
人
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
普
通
に
考
え
る
な
ら
、 

押
絵
貼
を
行
っ
た

「
灘
六
郎
左
衛
門
」
な
る
人
物
の
筆
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
は
修
理
に
は

立
ち
会
っ
て
い
な
い
の
で
、
旧
屏
風
で
の
裏
打
の
状
況
等
が
不
詳
の
た
め
、
こ
れ
以
上
の
検
証

は
控
え
た
い
。
た
だ
し
書
体
そ
の
も
の
は
江
戸
前
期
の
も
の
と
見
て
も
違
和
感
は
な
い
の
で
、

ひ
と
ま
ず
制
作
当
時
の
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
没
と
伝
わ
る
山
雪

〔15〕

愛媛県美術館紀要　第14号（2015）



な
の
で
、
本
作
品
は
晩
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今
後
の
山
雪
研
究
、
特
に
編
年
作
業
に

お
け
る
一
つ
の
指
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

本
作
品
は
、
多
く
の
画
題
を
網
羅
的
に
描
き
分
け
た
押
絵
貼
と
い
う
形
式
か
ら
見
て
も
、
藩

主
直
々
の
用
命
に
よ
る
特
注
品
と
い
う
よ
り
は
、
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
的
な
性
格
の
「
山
雪
ブ
ラ
ン

ド
」
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
種
の
押
絵
貼
屏
風
が
あ
る
程
度
量
産

さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う

）
8
（

。
従
来
、 

作
例
の
多
い
馬
図
に
つ
い
て
は
押
絵
貼
屏
風
が
複

数
知
ら
れ
て
い
た
山
雪
だ
っ
た
が
、
こ
の
他
に
も
《
雄
鶏
図
》 （
当
館
蔵
・
図
14
）
や
《
騎
驢
人

物
図
》 （
当
館
蔵
・
図
15
）
と
い
っ
た
現
在
掛
幅
装
で
伝
わ
っ
て
い
る
作
品
も
、
当
初
は
押
絵
貼

屏
風
の
う
ち
の
一
図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
り
、
本
作
品
も
含
め
た
こ
れ
ら
の
作

品
の
存
在
は
、
様
々
な
用
命
に
応
じ
る
御
用
絵
師
と
し
て
、
弟
子
た
ち
を
あ
る
程
度
統
率
し
て

組
織
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
山
雪
の
姿
を
、
今
後
は
考
慮
し
て
い
く
必
要
性
を
示
唆
す
る
も

の
と
言
え
る
。

註（
1
）　 『
松
山
藩
御
用
絵
師　

松
本
山
雪
―
桃
山
と
江
戸
の
は
ざ
ま
に
―
』
展
覧
会
図
録
、
愛
媛
県
美
術
館
、
二
〇
〇
七

年

（
2
）　

前
掲
（
１
）
P. 

102

（
3
）　

拙
稿
「
松
本
山
雪
の
花
鳥
図
に
つ
い
て
」 『
愛
媛
県
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
〇
九
年

（
4
）　

拙
稿
「
江
戸
初
期
画
壇
に
お
け
る
「
室
町
」
な
も
の
と
松
本
山
雪
」
前
掲
（
１
）
図
録
所
収

（
5
）　 

本
作
品
が
伝
来
し
た
と
い
う
上
灘
は
、
大
洲
藩
の
蔵
や
番
所
が
あ
っ
た
要
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
上
灘
か
ら
近
い

伊
予
市
中
心
街
に
も ｢

灘
町｣ 

と
い
う
地
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
山
雪
が
仕
え
た
松
平
定
行
が
、
寛
永
十
二
年

（
一
六
三
五
）
七
月
に
松
山
入
封
す
る
直
前
、
大
洲
藩
主
・
加
藤
泰
興
に
よ
り
松
山
藩
領
か
ら
大
洲
藩
領
へ
の
替

地
が
行
わ
れ
て
開
か
れ
た
町
で
、｢

諸
々
御
免
地｣ 

と
し
て
地
子
（
税
金
）
や
諸
役
が
免
除
さ
れ
た
特
権
的
地
区

と
し
て
栄
え
た
。
あ
る
い
は ｢

灘
六
郎
左
衛
門｣ 

と
は
、
こ
れ
ら
の
地
と
関
係
の
あ
る
人
物
か
も
知
れ
な
い
。

（
6
）　 

前
掲
（
１
）
図
録
掲
載
の
《
馬
図
》 （
図
録
№
９
）
に
は
七
十
五
歳
の
落
款
が
あ
り
、
従
来
唯
一
の
作
例
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
が
（
た
だ
し
落
款
の
書
体
が
他
の
作
品
と
の
差
異
が
大
き
く
、
山
雪
真
筆
と
断
定
す
る
こ
と
に

は
慎
重
を
要
す
る
）、
生
年
不
詳
の
山
雪
に
と
っ
て
制
作
年
の
判
明
し
た
例
は
本
作
品
が
初
め
て
と
な
る
。

（
7
）　

前
掲
（
１
）
図
録
№
６
の
作
品
。

（
8
）　 

ち
な
み
に
、本
作
品
が
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
前
年
の
寛
文
八
年（
一
六
六
八
）に
、 

山
雪
が
長
き
に
わ
た
っ

て
仕
え
た
松
山
藩
主
・
松
平
定
行
が
没
し
て
お
り
（
な
お
、
定
行
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
長
男
・
定
頼

に
家
督
を
譲
り
、
松
山
郊
外
の
東
野
御
茶
屋
に
隠
居
し
て
い
た
。
ま
た
定
頼
も
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
江

戸
で
没
し
、
そ
の
次
男
・
定
永
の
治
世
と
な
っ
て
い
た
）、
少
な
く
と
も
本
作
品
へ
の
定
行
の
関
与
は
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
岡
田
孝
次
郎
氏
、
文
琳
堂
・
金
本
基
氏
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
・
井
上
淳
専
門

学
芸
員
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
図
３
は
『
松
山
藩
御
用
絵
師　

松
本
山

雪
―
桃
山
と
江
戸
の
は
ざ
ま
に
―
』
展
覧
会
図
録
（
愛
媛
県
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
）
よ
り
転
載
し
ま
し
た
。
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右隻

左隻

図７
白文重郭方印「御免筆」

図６
白文重郭方印「松本」
朱文釜形印「心易」

図５
朱文甕形印「山雪」

図４
朱文風炉形印「岨巓・山雪」

図２
白文重郭方印「松本」
白文木瓜形印「山雪」

図１　松本山雪《龍虎花鳥人物山水図押絵貼屏風》（個人蔵・当館寄託）
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